
（様式１） 

特別顧問・特別参与が従事する職務の遂行に係る情報（事後公表） 

 

【担当課：こども青少年局 保育・幼児教育センター】 

議 題 保育・幼児教育センター事業について 

日 時 令和４年２月１４日（月曜日）午後 3時 00分～午後 6時 15分 

場 所 保育・幼児教育センター 

出 席 者 

（特別参与）： 

 吉岡特別参与 

（職員等）： 

 こども青少年局 保育・幼児教育センター（所長、副所長、研修・企画担当課

長代理） 

論 点 「就学前教育カリキュラム推進事業」「保幼こ小連携・接続推進事業」について 

主 な 意 見 

・研究に参加された就学前施設が「就学前教育カリキュラム」に沿った実践を行

い保育内容等を充実させてきている成果が見えてきた。 

・今後は、就学前の取組がどのように就学後の学びにつながっていくのか、より

掘り下げて研究していけばよいのではないか。 

・小学校における「主体的な学びを支えるための授業」についての実践発表を盛

り込めば、一層保育者が学ぶところが多く共通点も見えてくると考えられる。 

結    論 特別参与のご意見を踏まえ、事業を進めていく 

備    考 吉岡特別参与はウェブ会議により出席 

  

議 題 保育・幼児教育センター事業について 

日 時 令和４年２月２２日（火曜日）午後 3時 00分～午後 6時 00分 

場 所 保育・幼児教育センター 

出 席 者 

（特別参与）： 

 久野特別参与 

（職員等）： 

 こども青少年局 保育・幼児教育センター（所長、副所長、研修・企画担当課

長代理） 

論 点 「就学前教育カリキュラム推進事業」「保幼こ小連携・接続推進事業」について 

主 な 意 見 

・就学前施設において実践発表のあった「数量を意識した取組」が、小学校にお

ける学習の流れに繋がっていることが見てとれた。 

・こどもの「認知能力」を伸ばす取組について、より一層意識して研究を深めて

いくことも大事であると考える。 

結 論 特別参与のご意見を踏まえ、事業を進めていく 

備 考 久野特別参与はウェブ会議により出席 

 


